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平
成
19
年
を
振
り
返
っ
て

　

南
あ
わ
じ
市
の
出
来
事

１
月

１
日　

三
原
郡
酪
農
協
と
洲
本
市
酪
農
協
が
合

　
　
　

併
し
、
淡
路
島
酪
農
協
が
発
足

７
日　

初
の
女
性
消
防
団
員
に
辞
令
交
付

15
日　

少
子
対
策
本
部
を
設
置

21
日　

第
1
回
南
あ
わ
じ
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス

　
　
　

テ
ィ
バ
ル
開
く

２
月

９
日　

い
ぶ
し
瓦
の
漁
礁
を
設
置
（
海
釣
り
公
園
）

９
日　
「
淡
路
瓦
」
が
特
許
庁
の
地
域
ブ
ラ
ン

　
　
　

ド
に
（
地
域
団
体
登
録
商
標
）

20
日　

灘
〜
沼
島
間
の
海
底
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

　
　
　

ー
ブ
ル
を
敷
設

24
日　

広
域
防
災
拠
点
が
完
成
（
淡
路
ふ
れ
あ

　
　
　

い
公
園
内
）

26
日　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
が
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺

　
　
　

産
優
良
事
例
コ
ン
テ
ス
ト
に
選
出

３
月

６
日　

あ
わ
じ
島
農
協
「
第
２
育
苗
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　

竣
工
（
阿
万
上
町
）

６
日　

廃
食
油
の
回
収
が
各
庁
舎
で
始
ま
る　

　
　
　
（
玉
葱
残
さ
処
理
施
設
の
補
助
燃
料
と
し
て
）

24
日　

潮
美
台
地
区
公
民
館
完
成

27
日　

15
施
設
に
指
定
管
理
者
指
定
証
を
交
付

４
月

１
日　

市
民
に
よ
る
青
色
パ
ト
カ
ー
巡
回
始
ま
る

１
日　

少
子
対
策
課
を
新
設

９
日　

淡
路
三
原
高
校
が
開
校

９
日　

在
宅
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
交
付

28
日　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
に
旧
三
原
郡
役
所

　
　
　

蘇
る
「
国
生
み
の
館
」

29
日　

市
民
ま
つ
り
「
淡
路
だ
ん
じ
り
祭
」
開
催

５
月

１
日　

上
村
源
之
丞
座
の
諸
資
料
が
里
帰
り

19
日　

若
者
グ
ル
ー
プ
「F

R
O
N
T
IE
R
S

」
発
足

19
日　

行
政
懇
談
会
を
開
催
（
８
月
ま
で
市
内

　
　
　

21
地
区
で
実
施
）

19
・
20
日　

南
あ
わ
じ
市
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

　
　
　

ィ
バ
ル
開
催

25
〜
26
日　
「
柴
漬
け
産
卵
場
」
設
置
（
南
あ

　
　
　

わ
じ
市
ア
オ
リ
イ
カ
資
源
増
大
協
議
会
）

６
月
6
日　
「
得
・
得　

戎
様
プ
ラ
ン
」
初
の
実
施

７
日　

阿
万
海
岸
で
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
を

　
　
　

確
認
、
約
40
年
ぶ
り

７
月

13
日　

子
育
て
応
援
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
「
ゆ
め
る
ん
」
誕
生

17
日　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
南
淡
分
室
開
設

20
日　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
貸
線
に
よ
り
市
内
全
域
光

　
　
　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
を
実
現

21
日　

一
本
釣
り
ぬ
し
ま
鯵
フ
ェ
ア
開
催

28
日　

市
民
ま
つ
り
「
慶
野
松
原
花
火
大
会
」
開
催

８
月

１
日　

わ
ん
ぱ
く
塾
子
ど
も
議
会
開
催

11
日　

大
橋
等
通
行
料
金
の
低
減
化
に
向
け

　
　
　
「
淡
路
島
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

12
〜
14
日　

福
良
湾
海
上
花
火
大
会
開
催

20
日　
「
縁
結
び
事
業
推
進
協
議
会
」
発
足

９
月
8
日　
「
少
子
対
策
・
子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ

　
　
　

ム
」
開
催

16
日　

賀
集
生
子
地
区
の
ほ
場
整
備
が
完
成
。

　
　
　

竣
工
式
が
行
わ
れ
る

29
・
30
日　

食
ま
つ
り
・
畜
産
共
進
会
開
催

10
月

6
日　
「
水
産
ま
つ
り
」
丸
山
漁
港
で
開
く

13
日　

大
鳴
門
橋
記
念
館
の
愛
称
「
う
ず
の
丘
」

　
　
　

に
決
定

26
・
27
日　
「
食
と
文
化
の
市
民
ま
つ
り
」
開
催

28
日　

南
あ
わ
じ
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

11
月

23
日　

淡
路
三
原
高
校
開
校
記
念
式
典

12
月

１
日　

市
消
防
団
「
な
で
し
こ
分
団
」
が
発
足

べ
し
（
柚
餅
子
）
菓
子
」
な
ど
の
特

産
品
の
開
発
・
生
産
・
流
通
販
売
を

戦
略
的
に
進
め
、
財
政
再
建
を
見
事

に
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
南
あ
わ
じ
市

に
お
い
て
も
、全
国
に
秀
で
た
農
業
、

漁
業
、
瓦
産
業
、
地
域
文
化
の
特
徴

を
伸
ば
し
、
交
流
・
定
住
人
口
の
増

大
や
観
光
振
興
な
ど
へ
繋
げ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
今
年
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動

車
道
全
線
開
通
十
周
年
と
な
り
ま

す
。
料
金
低
減
化
運
動
と
共
に
、
淡

路
島
を
活
性
化
す
る
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
し
て
全
島
で
記
念
事
業
を
展
開

し
、
淡
路
島
を
全
国
に
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

初
代
市
長
と
い
う
重
責
を
与
え
ら

れ
、
早
く
も
三
年
が
経
過
い
た
し
ま

し
た
。一
年
目
は「
点
検
検
証
の
年
」、

二
年
目
は
「
本
格
的
な
始
動
の
年
」、

三
年
目
は
「
熟
慮
断
行
の
年
」
と
し

て
懸
命
に
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
り

新
し
い
可
能
性
を
見
い
だ
す
年

　
　

南
あ
わ
じ
市
長　

中
田
勝
久

　

市
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し

い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
市
政
運
営
に
対
し
ま
し

て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
少
子
高
齢
化
が
急
激
に

進
む
な
か
、
長
期
的
視
野
に
立
ち
少

子
対
策
課
の
設
置
や
少
子
対
策
事
業

の
充
実
を
行
い
、
企
業
誘
致
に
つ

い
て
も
前
進
い
た
し
ま
し
た
。
上
川

少
子
化
担
当
大
臣
に
も
高
く
評
価
さ

れ
、
注
目
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
、
少
子

化
の
流
れ
を
何
と
か
食
い
止
め
た
い

と
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
財
政
再
建
を
急
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
幕
末
期
、
備
中
松

山
藩
に
お
い
て
、
藩
政
改
革
を
成
し

遂
げ
た
財
政
家
「
山や
ま
だ
ほ
う
こ
く

田
方
谷
」
に
学

ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。「
義
と
利

と
の
区
別
」
が
重
要
と
し
な
が
ら
、

協
力
体
制
を
築
き
直
視
断
行
す
る
と

共
に
、
負
債
整
理
、
信
用
回
復
、
上

下
節
約
、
民
生
刷
新
・
教
育
改
革
な

ど
の
七
大
改
革
と
称
さ
れ
る
こ
と
を

行
い
ま
し
た
が
、
財
政
改
革
だ
け
で

な
く
産
業
振
興
も
強
く
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

方
谷
は
、
金
銭
の
増
減
に
終
始
す

る
だ
け
で
な
く
、「
備
中
鍬
」
や
「
ゆ

ま
し
た
。

　

本
年
は
、
合
併
時
か
ら
の
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

及
び
デ
ジ
タ
ル
化
が
全
市
に
お
い
て

完
了
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
実
現
し

ま
す
。
ま
た
、
震
災
対
策
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
小
学
校
・
中
学
校
耐
震

化
も
、
県
下
の
他
市
町
に
先
が
け

一
〇
〇
％
を
達
成
し
ま
す
。

　

一
期
四
年
の
最
終
年
と
な
る
今
年

は
、「
新
し
い
可
能
性
を
見
い
だ
す

年
」
と
位
置
づ
け
、
し
っ
か
り
と
行

財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
す
ば
ら

し
い
人
材
・
特
産
品
・
景
観
・
歴
史

文
化
な
ど
「
ふ
る
さ
と
」
の
新
し
い

可
能
性
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

市
長
と
し
て
「
治ち
こ
く
へ
い
て
ん
か

国
平
天
下
」（
国

を
う
ま
く
治
め
、
天
下
を
平
和
に
す
る
こ
と
）

の
境
地
に
立
ち
、
清
潔
か
つ
公
正

で
民
主
的
な
市
政
を
推
し
進
め
て

い
き
、「
夢
・
知
恵
・
元
気
あ
ふ
れ
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
め

ざ
す
と
共
に
市
民
の
参
画
を
求
め
、

財
政
が
厳
し
い
昨
今
で
す
が
、
将
来

に
希
望
が
持
て
る
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、「
夢
出
せ
！
知
恵
出
せ
！
元
気

出
せ
！
」
を
合
言
葉
に
、
家
庭
づ
く

り
や
地
域
活
動
、
仕
事
や
勉
学
に
精

励
さ
れ
ご
活
躍
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
健

康
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
立
・
持
続
可
能
な
都ま

ち市
を
め
ざ
し
て

　

南
あ
わ
じ
市
議
会
議
長　

登
里
伸
一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
厳
し
い

社
会
情
勢
の
中
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
期
待
や
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
は
、
市
政
は
も
ち
ろ
ん
議
会

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
御
理

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
が
誕
生
し
て
四
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
近
年
、
国
の
進
め

て
い
る
三
位
一
体
改
革
は
、
地
方
の

実
態
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
、
国
の

一
方
的
な
方
針
の
下
に
、
地
方
財
源

を
大
幅
に
削
減
す
る
も
の
で
あ
り
、

地
方
の
自
治
体
に
と
っ
て
、
今
後
の

運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

加
え
て
、
頼
み
の
兵
庫
県
は
、
都

道
府
県
の
中
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
二
位

と
い
う
、
危
機
的
な
財
政
状
況
下

に
あ
り
、
そ
の
改
善
を
目
指
し
て
、

二
十
年
度
の
予
算
編
成
方
針
で
は
、

一
般
事
業
費
は
本
年
度
当
初
予
算
の

三
割
削
減
と
い
う
「
超
緊
縮
型
」
で
、

県
下
市
町
は
、
そ
の
影
響
を
大
き
く

被
る
厳
し
い
状
況
に
も
直
面
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
は
、「
自
立
・
持
続
可

能
な
都ま

ち市
を
め
ざ
し
て
」
昨
年
の
四

月
か
ら
施
策
の
「
選
択
と
集
中
」
を

徹
底
し
、
歳
出
の
重
点
化
を
図
り
「
少

子
対
策
」「
防
災
対
策
」「
職
及
び
食

づ
く
り
」「
行
財
政
改
革
の
断
行
」
の

四
本
柱
の
諸
施
策
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
合
併
に
よ
る
地
域
間
の
格

差
を
な
く
し
、
市
民
や
地
域
の
多
種

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
ま

と
ま
り
の
あ
る
市
を
創
造
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
地
方
分
権
の
進
展
に

伴
っ
て
、
市
民
生
活
に
直
結
し
て
い

る
地
方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、

重
要
且
つ
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
「『
食
』

が
は
ぐ
く
む
ふ
れ
あ
い
共
生
の
都ま

ち市
」

づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
的
確
な

施
策
の
推
進
に
向
け
議
論
を
存
分
に

行
い
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
皆
様
の
御
支
援
、
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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